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謝
霊

運
の

賦
（

こ

　

謝
霊

運
の

賦
は

現
在

、

十
四

首
が

伝
え

ら

れ
て

い

る
。

そ

の

中

に

は
「

撰

征

賦
」

「

山
居

賦
」

の

よ

う
な

完
全

な

も
の

も

あ
る

が
、

そ
の

他
は

類

書
な
ど

に

引

用
さ

れ
て

い

る

不

完
全

な

作
で

あ
る

。

今
そ

れ

ら

を

制
作

時

期
の

推

定
で

き
る

も
の

と
、

で

き

な
い

も
の

と
に

分
け
て

挙
げ
る

と
、

次
の

よ

う

で

あ
る

。

［

制

作

時
期

を
推

定
で

き
る

作
品
］

　
1

、

撰
征
賦
：

東
晋
・

義
煕

十
二

年
（

四

＝
ハ

）

北

伐
の

軍
を

　

　

進
め

た

劉
裕

を
、

天

子
の

命
で

彭
城
に

慰
問
し

た

時
の

作
。

　

　

『

宋
書
』

謝
霊

運

伝
。

　
2

、

帰
途

賦
：

永

嘉
太

守
を

辞
し

た

時
。

景
平
元

年
（

四
二

三
）

　

　
の

作
。

『

芸
文

類
聚
』

巻
二

七
。

　
3

、

辞
禄

賦
：

永

嘉
太

守
を

辞
し

た

時
（

四

二

三
）

の

作
。

『

芸

　

　

文
類
聚
』

巻
三

六
。

　
4

、

山

居

賦
：

永

嘉
太

守
を

辞
し

て

始
寧
の

別

墅
で

暮

ら
し

て

　

　
い

た
時
（

元
嘉

元

年
〜

二

年
）

の

作
。

『

宋

書
』

謝
霊

運

伝
。

　
5

、

傷
己

賦
：

廬

陵
王

劉

義
真
の

死

（

四

二

三
）

を

傷
ん

で

の

　

　

作
。

『

芸
文
類

聚
』

巻
三

四
。

　

6
、

逸

民
賦
：

始
寧
に

隠

棲
し

て

い

た

時
の

作
と

考
え

ら

れ
る

。

森

　
野

　
繁
　
夫

　

第
一

次
の

隠
棲
か

第
二

次
の

隠

棲
か

わ
か

ら
な

い
。

『

芸

文

　

類

聚
』

巻
三

六
。

7
、

入

道

至

人
賦
：

6
「

逸

民

賦
」

と

同
じ

時

期
の

作
と

考
え

　

ら

れ
る

。

『

芸
文

類
聚
』

巻
三

六
。

8
、

孝
感

賦
：

臨
川

内

史
と

し

て

赴
任

す
る

途

中
の

作
。

元

嘉

　

九
年
（

四

三

二
）

。

『

芸

文
類

聚
』

巻
二

〇
。

9
、

感

時
賦
：

臨
川

内
史
の

時
か

、

広

州
に

徙
さ

れ

た

時
の

作
。

　

　
『

芸
文

類

聚
』

巻
三

四
。

10
、

嶺

表
賦
：

広

州
に

徙
さ

れ

る

途

中
の

作
。

元

嘉

十
年
（

四

　

三

三
）

。

『

北

堂
書
鈔
』

巻
一

五

八
・

『

芸
文

類

聚
』

巻
八

。

［

制

作

時
期
の

推
定
で

き
な

い

作
品
］

1
、

羅

浮

山

賦
：

作
ら

れ

た

時
期
は

未

詳
。

『

北

堂

書

鈔
』

巻

　

　一

五
八
・
『

芸
文

類

聚
』

巻
七

。

2
、

怨

暁

月
賦
：

作
ら
れ

た

時
期
は

未

詳
。

『

芸

文

類

聚
』

巻

　

　一

・
『

初
学
記
』

巻
一

・

『

太

平

御
覧
』

巻

四
。

3
、

長
渓

賦
：

作
ら

れ
た

時

期
は

未
詳

。

『

芸
文

類
聚
』

巻

九
。

4
、

江

妃

賦
：

作

ら
れ

た

時
期
は

未
詳

。

『

芸

文

類

聚
』

巻

七

　

九
・
『

初
学
記
』

巻
一

九
・

『

太

平
御

覧
』

巻
三

八
一

。
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以
下

、

順
を

追
っ

て

訳

注
と

解

説

を
加

え

る
こ

と
に

す
る

が
、

「

撰

征
賦
」

と

「

山

居
賦
」

に

つ

い

て

は
、

い

ず

れ
も

既
に

『

謝

康
楽

詩
集
』

に

収
め

た
『

宋

書
』

謝
霊

運

伝
の

な
か

で

訳
注

を

付
し

て

い

る

の

で
、

こ

こ

で

は
一

首
の

構
成
だ

け

を

挙
げ
る

こ

と
に

す
る

。

こ

の

度

は
、

1
「

撰

征

賦
」

、

2
「

辞
禄

賦
」

、

3
「

帰

塗

賦
」

に
つ

い

て

扱

う
。

→
、

撰
征
賦

　

東

晋
の

末
、

安

帝
の

義
熈

十
二

年
（

四

＝
ハ

）

八

月
、

劉

裕
は

北
方

領
土

奪
回
の

軍

を

進
め

て

九
月

に

彭
城
に

到

着
、

十

月
に

は

洛
陽
に

至
っ

て

後

秦
の

姚
洸
（

銚
泓

の

弟
）

を

降
し

、

晋

の

五

陵

を

修

復
し

て

彭

城
に

還
っ

た
。

そ

う

し

て

翌

十
三

年
正

月
に

は

長

安
に

向
か
っ

て

軍
を

進
め

、

九

月
に

長

安
に

至
っ

て

姚

泓

を
降
し

て

い

る
。

時
に

謝
霊

運
は

、

中

軍
将

軍
・

監
太

尉

留
痾

事
で

あ
っ

た

劉

義
符
（

劉

裕
の

長

子
）

の

諮
議

参

軍
で

あ
っ

た

が
、

帝
の

命

に

ょ
っ

て
、

彭

城
に
一

時
帰

休
し

て
い

る

劉
裕

を
慰

問
す

る

た

め

の

使

者
と
し

て

遣
わ

さ

れ

た
。

十
二

年
十
一

月

に

都

を

出
発

し
、

十
二

月
初
め
に

彭

城
に

到

着
し

た

よ
う

で

あ
る

が
、

そ
の

間
の

旅

の

様
子

を
「

撰
征
の

賦
」

と
し

て

ま
と

め

た
。

約
千

四

百
字
の

長

篇
で

、

旅
の

途
申
に

経
過

す
る

土

地
に

ま
つ

わ
る

新

旧
の

故

事
が

記
さ

れ

て

い

る

が
、

そ

れ

だ
け

で

な

く
、

折
々

の

霊

運
の

思
い

が

随
所
に

織
り

込

ま
れ

て
い

る
。

こ

の

作

品
は

既
に
『

謝

康
楽
詩

集
』

付
録
の

『

宋

書
』

謝
霊

運

伝
に

訳

注

を
載
せ

た

の

で
、

そ

の

概

略
を

挙
げ

る

に

と

ど

め

る
。

こ

こ

で

は

　

「

撰

征
賦
」

は

序
と

本
文
か

ら

成
り

、

序
で

は
、

　
→

、

北

地

奪
回
の

願
い

。

　
二

、

相
公
劉

裕
の

北

伐
開

始
。

　
三

、

相

公
北

伐
の

経
過

と

成
功

。

　

四
、

相
公
慰

問
の

勅

命
を

受
け

て

彭

城
へ

向
か

う

こ

と
。

祖
父

　
　

謝
玄
に
つ

い

て

の

思
い

。

が

述
ぺ

ら
れ

て

お
り

、

そ

れ

を
承

け

て

本
文

で

は

次
の

よ

う

な

事

柄
が

記
さ

れ
て

い

る
。

　
｝

、

劉

裕
慰

問
の

た
め
に

彭

城
へ

赴
く

こ

と
。

　

二

　
都
建

康
か

ら
江
辺

ま

で
。

1
、

都
の

雉

門
、

鍾

巌
、

査

塘
。

　

「

永

嘉
の

乱
」

と

「

建
武
の

中

興
」
、

　

と

劉

裕
の

功

績
。

2
、

の）
治
城
ー

王

導
の

こ

と
。

1
　
輝
か

し
い

晋
王

朝
の

系

譜
。

2
　
不
甲

斐
な
い

自
分
の

勤

務
ぶ

り
。

3
、

古
く
か

ら

の
、

中

国
と

北
虜
の

関
係

。

4
　

劉

裕
の

善

政
と

北
伐
の

決
意

。

5
　
北
伐

成
功

。

6
　
天

子
に

相

公
慰

問
を

命
ぜ

ら

れ
、

北
に

向
か
っ

て

出
発

す
る

　
こ

と
。

そ

の

後
の

東
晋
の

治

乱

つ
L

N 工工
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石

頭

−
呉
（

孫
氏
）

の

興
亡

と
、

晋

の

羊
砧
の

活
躍

。

　

　

 
王

敦
の

反
逆

（

謝

鯤
・

周

顎
）

3
、

 
四

望

山
に

近
づ

く
。

孫
恩
・

盧

循
の

乱
と

劉

裕
の

活

躍
。

　

　

 
白

石

で

は

祖
峻
・

祖
約
の

乱
。

4
、

 
落

星

で
、

呉

の

遺
跡

。

　

　

 
江

乗

で

は

始

皇

帝
の

無

謀
な

行

動
に

つ

い

て
。

　

　

 
方

与
、

欧
陽

、

広

陵
に

お
け

る

江

行
の

様

子
。

　

三
、

江

を
渡
り

、

淮
を

過
ぎ
る

。

1
、

 
難

関
「

江
」

の

こ

と
。

　

　

 
広

陵
で

は

呉
王

演
の

こ

と
。

　

　

 
広

陵

で

董

仲
舒
の

こ

と
。

2
、

広

陵

ゆ
か

り
の

桓
温
・

桓
玄

、

更
に

謝

安
の

こ

と
。

3
、

津
潭

、

白
馬

と
過

ぎ
て

、

淮
水
を

渡
り

、

角
城
に

着
く

ま
で

　

の

旅
の

様
子

。

4
、

 
薛

に

お
い

て

此
の

地
の

歴

史

を

振
り

返
る

。

　

　

 
下

郵
で

は

韓

信
の

こ

と
。

　

　

 
沂

水

で

は

張

良
の

こ

と
。

5
、

 
臣

山
で

は

劉

裕
の

南

燕
討
伐
（

第
一

次

北

伐
）

の

こ

と
。

　

　

 
徐

州
で

は

呂

布
の

こ

と
、

「

靄

貢
」

に

見
え

る

当

地
の

産

　

　

　

物
。

　

　

 
霊

壁
、

呂

県
で

は
、

孔
子
・

荘

子
の

教

え
に
つ

い

て

触
れ

　

　

　

る
。

　

四
、

彭
城
に

到
着

。

1
、

彭

城
に

到

着
し

、

此
の

地
に

縁
の

あ
る

祖
父

謝
玄
の

功

績
を

　
讃
え

る
。

2
、

彭

城
に

ま
つ

わ
る

故

事

　
　

 
戦

国
時

代
・

宋
国
の

話
。

　
　

 

項
羽

と

范
増

。

　
　

 
楚

元
王

と

其
の

子

孫
。

　
五
、

結
び
（

年
が

明
け

て

春
に

な
り

、

帰
途
に
つ

く

時
の

思
い
）

　

以

上

が

「

撰
征
賦
」

の

概
要
で

あ
る

が
、

こ

の

賦
を

作
っ

た

謝

霊

運
の

意

図
に
つ

い

て

は

既

に

「

謝

霊
運
『

撰

征
賦
』

に

つ

い

て
」

（

広

島
大

学

文
学
部

紀

要

　
第
五

四
・

五

五

巻
）

に

お
い

て

述
ぺ

た

の

で
、

こ

こ

で

は

其
の

結

論
だ

け

を

挙
げ
る

こ

と
に

す
る

。

　

「

撰
征

賦
」

は
、

単

な
る

道
中

記
で

は

な

い
。

そ

れ
は

当

然
の

こ

と

な
が

ら

誰
か

が

読

む
こ

と

を

前

提
と

し

て

作
ら
れ
て

お
り

、

霊

運

の

気
持

ち
と

し

て

は
、

広

く

は

時
の

知

識
人

を
、

狭
く

は
此

の

度
の

慰

問
の

相
手
で

あ
る

劉
裕

を

意
識
し

て

い

た

で

あ
ろ

う
。

そ

れ

で

は

霊

運
は

ど

う
い

う
こ

と

を
此
の

作
に

よ
っ

て

伝
え

よ
う

と
し

て

い

た
の

か
。

そ

の

こ

と

を
は
っ

き
り

さ

せ

る

た

め

に
、

　

1
「

劉
裕
に

言
及

し

て

い

る

個

所
」

　

H
「

道
箭
に

そ
っ

て

挙
げ

る

古

今
の

人
物
」

　

m
「

祖
父

謝
玄

を

登

場
さ

せ

て

い

る

個
所
」

に

ま
と

め
、

そ

れ

ら

を
通

し

て

霊

運
が

言
わ

ん

と

し

た
こ

と

を

考

え
て

み

よ

う

と

思

う
。

ま
ず

、

1
「

劉
裕
に

言
及

し

て

い

る

個
所
」

3
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

［

序
文
］

で

は
、

2
、

相
公

劉

裕
の

北
伐

開

始
。

　

宰
相
と

し

て

の

劉
裕
の

功

績

を

讃
え

、

　

北
伐
の

軍
を

興
し

た
こ

と

を
い

う
。

3
、

宰

相

劉
裕
の

北

伐
の

様

子
と

成
功

。

天

の

意
志
に

従
っ

て

　

　

劉
裕
が

北
伐

軍
を

指

揮
し

て

大

き
な

戦

果
を

挙
げ

た
こ

と

を

　

　

讃
え
る

。

［

本
文
］

で

は
、

一
、

劉
裕

慰
問
の

た

め

に

彭

城
に

赴
く

こ

と
。

　
4

、

相
公

劉

裕
の

善
政
と

北
伐
の

決

意
。

　

　

序
文

に

お
け
る

、

2
「

相
公

劉
裕
の

北
伐

開
始
」

の

内
容

と
、

　

　
ほ

ほ

同
じ

。

　
5

、

 
北
伐
の

成
功

。

　

　
こ

れ

も

序
文
の

「

相
公

劉

裕
の

北

伐
の

様
子

と

成
功
」

の

内

　

　
容
と

、

ほ
ぼ

同
じ

。

序

文
で

述
べ

た
こ

と

に

重

ね
て

、

劉

裕

　

　
の

功

績
を

讃
え
て

い

る
。

二
、

都
建
康
か

ら
江
辺

ま
で

。

　
1
、

東
晋

末
の

乱
と

劉

裕
の

功
績

。

　

　
北
伐

に
よ

り
、

北

方

異

民
族
の

圧

力
を

払
い

の

け

て

洛
陽

を

　

　
回
復
し

、

中

国
に

太

平
を

も
た

ら

し

た

劉

裕
の

功

績

を
、

序

　

　
文

、

更
に

（

一

）

の

5
 
に

重

ね
て

記
し

、

強

調

し

て

い

　

　
る

。

　
3

、

四

望
に

て
。

孫

恩
・

盧

循
の

乱
に

お
け

る

劉
裕
の

活
躍

。

　

　
こ

こ

で

は
、

孫
恩
・

盧

循
の

乱
に

際
し

て

の

劉
裕
の

活
躍
を

　

　

記
す

。

三
、

江

を
渡

り
、

淮

を
渡

る
。

　

5
 
臣
山

に

て
。

劉
裕
の

第
一

次
北

伐
に

つ

い

て
。

　

　

臣

山
に

着
い

て
、

劉

裕
の

南
燕

討
伐
の

こ

と

を
思
い

起
こ

し
、

　

　

そ
の

大
き

な

功
績
を

讃
え

て
い

る
。

　

以

上

が
、

劉

裕
に

関
す

る

言
及

で

あ
る

が
、

要
す
る

に

霊

運
は

、

劉
裕
が

宰

相
と

し

て

国

内
を
安

定
さ

せ

た

こ

と

と
、

二

度
の

北
伐

に

成
功

し

て

国

威
を
示

し

た
こ

と
を

、

そ

の

偉
大

な
功

績
と

し

て

賞
賛
し

て
い

る
。

　

次
に

11
「

道

筋
に

添
っ

て

挙
げ

る

古
今
の

人

物
」

で

あ

る

が
、

作
者
は

道
筋
に

添
っ

て

其
の

土

地
に

関

係
の

あ
る

古
今
の

人
物

を

次
々

に

挙
げ

て

い

る
。

そ

れ
は

紀

行
の

賦
と

し

て

普
通
の

形
式
で

あ
る

が
、

た

だ

そ

れ
だ
け

の

も
の

で

は
な

い

よ
う

で

あ

る
。

そ

れ

は

天

子
に

、

或
い

は

主

家
に

叛
い

て

滅
び

て
い

っ

た
国

、

人

物
が

、

多
く

記
さ

れ
て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

［

本
文
］

二
、

都
か

ら
建

康
ま
で

　

2
 
［

石
頭
］

呉
の

滅

亡
。

其
の

際
に

功

績
の

あ
っ

た

晋
の

羊

　

　

砧
の

こ

と
。

王

敦
の

反

逆
。

　

3
 
［

白
石
］

東

晋
・

成
帝
の

時
の

蘇
峻
・

祖

約
の

乱
。

其
の

　

　

際
に

功

績
の

あ
っ

た

庚
亮
の

こ

と
。

　

4
 
［

落
星
］

呉
の

滅

亡
。

　

　
 

「

江

乗
］

秦
・

始

皇
帝
の

無

謀
な

行
動

。

三
、

江

を

渡
り

、

淮

を

渡
る

。

4

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　
1
 
［

広
陵
］

呉
王

溝
、

漢
に

叛
い

て

滅
亡

。

　
2
 
［

広

陵
］

桓
温
の

功

業
。

桓

玄
の

帝

位

簒
奪

、

そ

う

し

て

　

　

滅
亡

。

　
4
 
［

下

郵
］

漢
・

韓

信
の

反
乱

、

誅
殺

。

　
5
 
［

徐
州
］

後
漢

末
、

呂

布
の

最
期

。

四
、

彭

城
到

着

　
2
 
［

彭

城
］

項
羽

の

暴

虐
と

、

そ

の

最
期

。

　
2
 
［

彭

城
］

楚
・

元

王

の

子

孫
が

、

徳

を

失
っ

て

国
を

除
か

　

　

れ
た

こ

と
。

　

以

上
の

よ

う
に
、

反
逆

、

反

乱

の

末
に

滅
亡
し

誅

殺
さ

れ
た

事

例
が

列

挙
さ

れ
て

い

る
。

　

そ

れ
以

外
の

事

と
し

て

は
、

二
、

2
 
［

冶

城
］

晋
・

元

帝
の

股

肱
の

臣
、

王

導
の

こ

と
。

三
、

1
 
［

広

陵
］

漢
の

董

仲
舒
に

つ

い

て
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
し

ヰ

あ

ん

　

　
2
 
［

広

陵
］

孝

武

帝
の

股

肱
の

臣
謝

安
（

謝
玄
の

叔
父
）

　

　
4
 
［

沂

水
〕

漢
の

張

良
。

　

　

5
 
冖

呂

梁
］

孔

子
・

荘
子

の

教
え

。

四
、

2
 
［

彭

城
］

戦

国
時

代
・

宋
国
の

こ

と
。

　

　
2
 
［

彭

城
］

項
羽

の

謀
臣

、

范

増
の

こ

と
。

な

ど
が

挿

入
さ

れ

て

い

る

だ

け
で

あ
る

。

し

た
が
っ

て

霊

運
が

、

反

逆
、

反

乱
、

そ

う
し

て

其
の

結
果
と

し

て
の

滅
亡

と

誅
殺

を
多

く

挙
げ

た
の

は
、

晋

朝
に

異

志
を

抱
い

て
い

る

劉
裕
に

対
す
る

諌

言
の

ご

と

き

意
図
が

あ
っ

た

と

見
て

よ

か

ろ

う
。

そ

れ
は

次
の
、

m
「

祖
父

謝

玄
に
つ

い

て

の

言

及
」

と
も

関
わ
っ

て

お
り

、

晋

朝

に

忠

誠

を

尽
く
し

た

謝

玄
の

行

動
を

強

調
し

な

が

ら
の

、

反

逆
・

反

乱
と

其
の

結

末
の

列

挙
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

　
斑

「

祖

父
謝
玄

に
つ

い

て
の
当

＝

口

及
」

［

序

文
］

に

お
い

て

は

「

其
の

昔
、

今

は
亡

き

祖
父

（

謝
玄
）

は

地

方
長

官

と
し

て

淮
・

徐
州

に

赴

任
し

、

そ

の

踏
み

行
っ

た

道
は

『

苞

桑
』

よ
り

も

固
く

、

勲

功
は

積
み

重

ね
ら

れ

た

『

仁
』

に

由

る

も
の

で

あ
っ

た
。

今

や
年
月
は

過
き

去

り
、

世
の

中
は

既

に

改

ま
っ

た
が

、

永
く

其
の

洪
業
ゆ

え

に
。

彼
の

す

ば

ら
し

き
日

々

が

忘
れ

ら

れ
な

い
」

と

謝
玄
の

功

績

を
讃
え

、

そ

の

謝
玄

ゆ

か

り

の

地
で

あ
る

彭

城
へ

、

こ

の

た

び

劉

裕
慰

問
の

た

め

に

赴

き
、

そ

の

時
の

見

聞
を

写

し

集
め

て

「

撰

征
の

賦
」

を
作
り

、

祖
父

の

残
し

た

事
柄

を
此

の

作
に

託
し

て

朽
ち
ざ

ら

し

め

ん

と

す
る

も

の

で

あ

る
、

と

い

う
。

　

こ

れ

に

よ

れ
ば
、

祖
父

謝
玄

の

こ

と

を

述
べ

る

の

が

主

で
、

劉

裕

慰
問

の

こ

と

は

つ

い

で
、

と

い

う
こ

と
に

な
っ

て

い

る

が
、

し

か

し

劉
裕
の

功

績
を

随

所
で

讃
え

、

劉

裕

側
か

ら
の

口

出
し

を

抑

え
よ

う
と
し

て

い

る

か

の

よ
う

で

あ
る

。

　

「

序
文
」

で

謝

玄
を

讃
え

た

あ
と

は
、

「

本
文
」

に

お
い

て

は

最
後
の

押
さ

え

に

到

る

ま
で

は

謝

玄
の

こ

と

に

は

触
れ
ず

、

途

中
、

三

の

2
 
で

謝
玄
の

叔

父
で

あ
る

謝

安
を

出
し

て

い

る
。

肥

水
の

戦
い

の

後
、

謝
安
は

謝
玄
と

北

伐
を

計

画
し

て

実
行
に

移
し

て

い

っ

た

が
、

中

央
の

政

権
交

代
の

た
め

に

志
は

適
え

ら

れ

な
か
っ

た
。

　

こ

の

謝

安
を
つ

な

ぎ

と

し

な
が

ら

本

文
で

は
、

彭

城
に

到

着
し

た

と

こ

ろ

で

（

四

の

ユ
）

、

晋
朝

を

支
え

続
け

、

謝

安
と

の

共

同

5
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の

志
が

遂
げ

ら
れ

な

い

と

み

る

と

隠

遁
し

て

そ

の

遠

志
を

果
た

し

た
、

理

想
的
な

人

物
と

し

て

謝
玄
を

持

ち
出
し

て

く

る
。

　

以
上

、

王

「

劉
裕
に

言
及
し

て

い

る

個

所
」

　

　

　

　
H
「

道
筋
に

添
っ

て

挙

げ
る

古

今
の

人

物
」

　

　

　

　
皿

「

祖
父

謝
玄
に

言
及

し

て

い

る

個

所
」

の

そ

れ

ぞ

れ

に
つ

い

て
、

霊

運
の

意

図
を

推

測
し

て

み

た

が
、

や

は
り

「

撰

征
の

賦
」

を

作
っ

た

狙
い

は
、

序
文

に

述
べ

て

い

た

よ

う
に
「

時

運
の

遷

謝
す

る

も
、

此

れ
に

託
し

て
（

謝

玄
の

事
跡

を
）

朽
ち

ざ

ら
し

め

ん
」

と
い

う

と
こ

ろ

に
、

結
局

は

あ
っ

た

よ
う

で

あ
る

。

北
伐
に

成
功
し

た

劉

裕
が

晋

朝
簒

奪
を

狙
っ

て

い

る

こ

と

は
、

既
に

明

白
で

あ
っ

た
。

霊

運
も
そ

れ
は

十

分
に

承
知

し

て

い

た
に

違
い

な
い

。

霊
運

と

し

て

は

反
逆

の

臣

の

末

路
を

示
し

た
と

こ

ろ

で
、

今

更
ど

う
な

る

も
の

で

も
な

い

と

は

思
っ

て

い

た

で

あ

ろ
う

が
、

そ

れ

で

も

晋
朝
の

臣

と
し

て

は

言
っ

て

お
か

ね

ば
な

ら

な
か
っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

　…

面
で

は
、

劉
裕
の

よ

う
な

王

朝
簒

奪

の

臣

の

存

在
に
よ
っ

て
、

祖
父

謝
玄
の

存
在
は

更
に

輝
か

し

い

も

の

と

な
る

こ

と

も
、

ま
た

確
か

な
こ

と

で

あ
っ

た
。

　

と
こ

ろ
で

「

撰
征
の

賦
」

に

は
、

こ

の

ほ

か

に

道

中
の

風
景

描

写
が

あ
る

。

人

間
世
界
の

生

臭
い

こ

と

ば
か

り

書
い

て

い

て

は

息

が

詰

ま
り

そ

う
に

な

る
。

適
当
な

個
所
に

霊

運
は

、

旅
の

途
中
の

自
然

描

写
を

侠
み

込

ん

で
い

る
。

序

文
に

は

道

筋
の

あ
ら

ま

し

を
、

　
な

ウ

へ

　

こ

そ

わ

た

　
塗

は

九

守
を

経
、

路
は

千
里

を

踰
ゆ

。

江
に

沿
ひ

淮

を

乱
り

、

　
さ

か
ハ

ぽ

　
　

　

　
　
し

　

　

は

べ

　
　
ぜ

ま

　

　
　
　
コ

ま
ぴ

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
あ

ま

ね

　

遡

り
て

泗
・

汳

に

薄

り
、

詳

ら

か

に

城
邑

を

観
、

周

く
丘

　

墳

を
覧
る

。

の

よ

う
に

述
ぺ

て
い

る

が
、

か

れ

て
い

る
。

具

体
的
に

は

次
の

よ

う
な

風

景
が

描

、

「

劉
裕

慰
問

の

た

め

に

彭

城
へ

赴

く
こ

と
」

6
「

彭
城
へ

出

発
］

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

ん

あ
い

　
　

　

　
　

を
か

冒
沈
雲

之

暁

藹

迎

素

雪
之

紛

霏

凌

結
湍

而
凝

清

風

矜
籟

以
揚

哀

情
在

本

而
易

阜

物
雖

末

而
難

懐

眷
余

勤
以

就
路

苦
憂

来
其

城

頽

沈
雲
の

舗
噛
た

る

を

冒
し

素
雪
の

紛

霏
た

る

を

迎
ふ

こ

ほ

ワ

　

は
や

せ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
こ

凌

は

湍

に

結

び

て

清

を
凝

ら
し

　

　
ふ

え

　

　
ま

さ

　
　

　
　

　

　
　

か

な

風
は

籟
に

矜

り
て

以
て

哀
し

き
こ

え

を

揚
ぐ

　

　

　

　

　

　

　

さ

さ

ん
　

　
　

　

ヰ
デ

情
は

本
に

在
る

も

　

阜

に

し

易

く

物
は

珠

籠

雖
も

懐
ふ

こ

と

難
し

つ

余

を

眷

る

に

勤
め

て

以
て

路
に

就
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

づ

苦

憂
の

来

り
て

其
れ

城
も

頽
る

二
、

「

都
建

康
か

ら

江

辺

ま
で
」

　
4
 
「

江
行
の

様

子
」

林
叢

薄
路

逶

迄

石
参
差

山
盤

曲

水

激
瀬

而

駿
奔

日

映

石

而
知

旭

審
兼

照

之

無

偏

怨
帰

流
之

難

濯

羨
軽

紛
之

涵

泳

観
翔

鴎

之
落

啄

林
は

叢

薄
に

し

て

　
路
は

逶
邏

　

　
し

ん
　
し

石
は

参
差

と

　
山

は

盤

曲
す

水
は

瀬
に

激

し

て

駿
奔

し

　

　

　

　

　

　

　
か

カ

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ
ら

は

日
は

石
に

映
じ

て

旭

き

を

知

す

か

ね
て

ら

　
　
　

　

　

　

　
　

か

た
よ

兼
照
す

こ

と

の

偏

る

無

き

を

審
か

に

し

　

　

　
こ

帰
流
の

濯

ぎ

難
き

を

怨
む

　

　

　

　

　ミノ
を

軽
や
か

な

る

鯣
の

涵

泳

す
る

を

羨
み

レ　翔
ぷ

鴎
の

落

啄
す

る

を

観
る
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在

飛
沈

其
順
従
　

　
飛

沈
に

在
り
て

其
れ

順
従
し

顧
微
躬

而
緬
遡

　
　
微

躬
を

顧
り

み

て

緬
邀
た

り

三
、

「

江

を
渡

り
、

淮
を

過

ぐ
」

　
3
 
「

北
地
の

旅
の

様
子
」

城
坡

陥
兮

淮
驚

波

平

原
遠

兮

路
交

過

面

芫

野

兮
悲

橋
梓

遡

急
流
兮
苦
磧
沙

夐
千
里

而
無

山

緬
百

谷

而
有

居

被
宿
莽
以
迷

径

覩
生

煙

而
知

墟

口

口

ロ

ロ
ロ

ロ

謂

信

美
其

可
娯

身

少

長

於
楽
土

実
長

歎
於
荒

餘
」

口

口

ロ

ロ

具

瘁

値
歳
寒
之

窮
節

視
層
雲

之

崔
巍

聆
悲
飆

之

掩
屑

彌
昼

夜
以

滞
淫

怨
凝

陰

之

方
結

望

新

晴
於

落
日

　
　
は
　

だ

城
は

坡
陥
と
し

て

淮
は

驚
き

波
だ

ち

平

原
は

遠

く
し

て

路
は

交
は

り

過

ぐ

き

う

や

　

　

む

か

芫

野
に

面
ひ

て

橋
梓

を
悲
し

み

急

流

を
遡
り

て

積
沙

に

苦
し

む

　
　
　
は

る

千

里

を

夐
か
に

す
る

も
山

無

く

　
　
　
は

る

百
谷

　

緬
か

に

し

て

　

居
有
り

　
　
　
お

ほ
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

み

さ

宿
莽
に

被
は

れ

て

以

て

径
に

迷

ひ

　
　
　
　

　
み

　

　
　

　

む
ニ

生
ず

る

煙

を
覩

て

　
墟

を
知

る

口

囗

口

ロ

ロ

ロ

お

も
　
　

　
　
　

ま

こ

と

謂

ふ

に

信

に

美
な

る

も
其

れ

娯
し

む

可

　
け

ん

や

　
　
わ
か

身

は

少

き
よ

り

楽
土

に

長

ず
れ
ば

ま
こ

と
実

に

長
く

荒

餘
に

歎
ず

　
　
　
　
や

ま

　
　

　

　
マ

な

口

口

□

口

瘁

ひ

を

具
ふ

る

に

　
　
　
　

　

　
あ

歳
寒
の

窮
節
に

値
ふ

　
　
　
さ

も

　

ヨ

嘱
瘻
の

催

擁
た

る

を

覗

悲
飆
の

掩
屑

た
る

を

聆
く

　
　
　
わ

た

昼
夜

に

彌
り

て

以
て

滞
淫
し

　
　
　
ま

さ

凝

陰
の

方
に

結
ぶ
を

怨

む

新

晴
を

落
つ

る

日
に

望

み

起
明

光

於
躋

月

眷

轉
蓬

之

辞
根

悼
朔

雁
之
赴

越

彼
微

物
而

疚
情

此
思
心

其

可
説

　
五

、

結

　
び

爾
乃

孟

陬

発
節

雷

隠

蟄
驚

散
葉
黄

柯

芳

薦
飾

萌

麦

萋
萋
於
旄
丘

柳

依
依

於
高

城

相

雎
鳩
之

集
河

観

鳴

鹿
之

食
苹
」

沂
酒
遠

兮

清
川

急

秋

冬

近
兮

緒
風

襲

風

流

慧
兮
水

増

瀾

訴
愁

衿

兮
鑑

戚
顔

愁
盈

根

而
蘊

際

戚

発
條

而
成

端

　

　

　
の

ぼ

明
光

を
躋
る

月

に

起
こ

す

轉
蓬
の

根
を

辞
す

る

を

眷
り
み

　

　

　

　

　

　

　

　
い

た

朔

雁
の

越

に

赴
く

を

樟
む

　

　

　

　

　

　

　

　

　
や

彼
の

微

物
に

し

て

情

を

疚
ま

し
め

此
の

思
心

　
其
れ

説
く

可
け

ん
や

し
か

　
　

　
　

　
　

　
　

ま

う
オ

う

爾
し

て

乃

ち
孟

陬

　
節

を

発
し

　

　
と

ど

ろ
　

　
む

し

雷
は

隠

き

蟄
は

驚
く

　

　

　
え

だ
　

　
め

ぐ

散

葉

　
柯
に

黄
み

　

　

　
は

な
　

　
　
　
つ

ぼ

タ

芳
し
き

藤
は

　

萌

を

飾
る

　

　

　

　

　
せ

い

せ

い

麦
は

旄
丘

に

萋

萋
た

り

柳
は

高
城
に

依

依
た

り

し

よ

き

う

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

み

雎

鳩
の

　
河
に

集
ま

る

を

相

　

　

　

　
よ

も

ぎ

鳴
鹿
の

　

苹

を

食
ふ

を

観
る

ぎ
　
　
　

　

し

沂
・

泗
は

遠
く
し

て

　
清
川

は

急
に

　

　

　

　

　

　

　

　
な

コ

り
　

　

　
　
　
　
　

ふ

秋

冬

　
近
く

し

て

　

緒

の

風
は

襲
く

　

　
か

ほ
け

　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

な

み

風
は

慧

を

流

し

て

　

水

は

瀾

を

増
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
て

愁

衿
を

訴
へ

て

　
戚

顔
を

艦
ら

す

愁
ひ

は

根
に

盈

ち

て

際

に

蘊

ち

か

ち

　

　

　

　

　
え
だ

戚
し

み

は

條
に

発
し

て

端
を

成
す

そ

こ

に

は
、

旅
の

途

中
の

厳
し

く

寂
し

い

北
地
の

冬
の

風

景
、

任

務
を

終
え

て

帰
国

を

待
ち
な

が

ら
の

初

春
の

風
景

が
、

詠

わ
れ

て

い

る
。

し

か

し
、

祖

父

謝
玄
の

活

躍
も

空
し

く
、

や

が

て

訪
れ

る
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で

あ
ろ
う

東
晋

王

朝
の

末
路

を

悲
し

ん

で

か
、

は
た

ま

た
王

朝
が

交
代
し

た

後
に

遭
遇

す
る

は

ず
の

謝
家
の

困

難
を

思
っ

て

か
。

霊

運
の

心

は

常
に

愁
い

に

満

ち
て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

二
、

辞
禄
賦

　
こ

の

賦
は

「

初
め
て

郡

を

去
る
」

詩
、

お
よ

び

「

帰
塗

の

賦
」

と

同

じ

頃
に

、

す

な

わ

ち

景

平

元

年
（

四
二

三
）

永
墓
太

守
を

辞

し

て

始
寧
に

帰
っ

た

秋
に

作
ら

れ
た

も
の

と

考
え

ら

れ
る

。

『

芸

文
類

聚
』

巻
三

六
・

隠

逸

上
に

引
か

れ

て

い

る

も
の

で
、

完

全

な

も
の

で

は

な
い

。

　

辞

禄

賦

荷

賞
延
之

渥

恩

在

弱
齢
而

覃

恵

蒙
聖

達
之

眷
顧

得

乗

間
以

沈

泄

雕
鎮

覊
之

有
名

恒

遊

奨
而
匪

滞
L

解

亀
紐

於
城

邑

反
褐

衣

於
丘

窟

判
人

事
於
一

朝

与

世

物
乎

長
絶
L

禄

を
辞

す
る

の

賦

　

　

　
ユ
つ

　
　
　
　
　

　
　
に

な

賞
延
の

渥

き
恩

を

荷
ひ

　

　

　

　

　

　
ふ

か

弱

齢
に

粧
肋
て

覃

き
恵
み

あ
り

聖

達
の

眷
顧
を

蒙
り

ひ

ま

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

ち

ん
ま

い

間
に

乗
じ

て

以

て

沈

泄
す
る

を

得
た
り

へ
う

き

鐃

羈
の

名
有
り
と

錐
も

つ

ね

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

と

と
こ

ほ

　
　

　
　
　

あ

ご

恒
に

遊

奨
し

て

滞

る

に

匪

ず

亀
紐

を

城

邑
に

解

き

　

　

　

　

　

　
か

へ

褐
衣
に

丘

窟
に

反
る

人

事

を
一

朝
に

判

じ

　

　

　

　

　
た

世
物
と

長
く

絶
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

な

が

　
　
　

　

よ

自
牽
綴

於

朱
絲

　
　
朱
絲
に
牽

綴

れ
て

自
り

　

　

　

　

　

　

　

　

に

ロ

　

　
　

　
　
こ

奄
二

九
於
斯
年

　
　
奄
か

に

斯
の

年
に

二

九

な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

え
い

は

い

　
服

纓
佩

於
両

宮
　
　
澱
綱

遊
両

宮
に

溺
し

執

鞭
笏

於
宰
蕃

　
　
鞭

笏

を

宰
蕃
に

執
る

【

語

釈
】

［

荷

賞

延

之

渥

恩
］

「

貫
延
」

は
、

『

尚
書
』

大

禹

謨
に

「

罰
弗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　
お

よ

及

嗣
、

賞
延

于

世
」

（

罰
は

嗣
に

及

ば

ず
、

賞
は

世
に

延
ぷ
）

と

あ
る

。

「

延
」

は
、

及
ぷ

。

先

祖
の

功

績
に

対
す

る

賞
が
、

我
が

身
に

ま
で

及
ぷ

こ

と
。

祖
父
の

謝
玄
を
意

識
し

て

い

る
。

［

在

弱
齢
而

覃

恵
］

「

弱

齢
」

は
、

弱
年
の

意
。

『

礼

記
』

曲

礼

に

「

人

生

十

年

日

幼
、

二

十

日

弱
」

（

人

生

ま

れ
て

十
年

を

幼

と

日

ひ
、

二

十

を

弱
と

日

ふ
L

と

あ
る

。

「

覃

恵
」

は
、

君
主

の

深

い

恵
み

。

孔
安

國

「

尚

書
序
」

に

「

承

詔
為
五

十
九

篇
作

伝
。

於

是

遂

研
精
覃
思
」

（

詔
を

癩
ザ

け
て

五

十

統
篇
の

為
に

伝

を
作
る

。

是

に

於

て

　
遂
に

精

を

研
き

思
ひ

を
覃

く

す
」

と

あ

る
。

［

蒙
聖

達

之

眷
顧
］

「

聖

達
」

と

は
、

天

子

を
指

す
。

「

眷

顧
」

は
、

目
を
か

け

ら

れ
る

こ

と
。

天
子

（

劉
裕
）

の

恩
顧

を
被
っ

た
こ

と

を
い

う
。

〔

得

乗

問

以

沈

泄
］

「

乘

間
」

は
、

ひ

ま

を
よ

い

こ

と

に

し

て
。

　
「

沈

泄
」

は
、

横

着
を

す
る

こ

と

か
。

［

雖

鑪

羈
之

有
名
］

「

鏃
羈
」

の

「

鏤
」

は
、

馬
の

く
つ

わ
、

「

羈
」

は
、

た
づ

な
。

こ

こ

は

官
職
に

拘
束
さ

れ

て

い

る

こ

と

を
い

う
。

［

恒
遊

奨

而

匪

滞
］

「

遊

奨
」

は
、

山

水
自
然

を

遊

行
し

て

其
の

美
し

さ

を

見
て

回
る
こ

と
。
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［

解
亀
紐
干

城
邑
］

永

嘉
太

守
を

辞

す
る

こ

と

を
い

う
。

「

亀

紐
」

は

太

守
の

印
綬

。

「

城
邑
」

は
、

永
嘉

郡

治
を

指

す
。

［

反

掲
衣

于
丘

窟
］

始

寧
の

墅

に

帰
る

こ

と

を
い

う
。

「

褐

衣
」

は

身

分

の

低
い

者
の

着
る

毛

織
り
の

衣
服

。

「

丘

窟
」

は

始

寧

の

墅

を

指
す

。

［

判

人

事
子
一

朝
］

「

人

事
」

は
、

人

間

社
会

の

事
柄

。

そ

れ

と

　一

旦

に

し

て

離
れ
る

。

［

世
物
］

世
俗
に

か

か

わ
り
の

あ
る

物
。

［

自

牽
綴
于

朱
絲
］

「

牽

綴
」

は
、

引
き
と

ど

め

る
。

『

三

国
志
』

呉

書
の

周
鮑

伝
に

「

牽
綴
往

兵
、

使

不

得
速

退

者
、

則
善
之

善

也
」

（

往

兵
を

牽

綴
し

、

速
や

か

に

退
く
こ

と

を

得

ざ

ら
し

む

れ

ば
、

則
ち

善
の

善
な
る

者
な
り

）

と

あ
る

。

晋
・

義
黒

元
年

　
（

四
〇

五
）

に
、

最
初
の

官

と

し

て

琅

邪
王

大

司

馬
行
参

軍
に

任

じ

ら

れ
た

こ

と

を
い

う
。

「

初
去

郡
」

詩
で

は

「

牽
絲
及

元

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ひ

興
、

解
亀
在

景

平
。

負

心

二

十
載

、

於

今
廃

将

迎
」

（

絲
に

牽

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

そ

む

か

る
る

は

元

興
に

及
び

、

亀

を

解
く

は

景

平
に

在
り

。

心

に

負

く
こ

と
二

十
載

、

今
に

於
て

将
迎
を

廃
す
）

と

あ
る

。

「

元
興
」

は

四
〇
二

年
か

ら

四

〇

四

年
ま

で

で

あ
る

か

ら
、

四

〇

五

年
の

大

司

馬

行
参

軍
就

任

以
前

に

仕
官
し

て

い

た
こ

と
に

な
る

。

本

伝
に

「

国
公
の

例

を
以
て

、

員
外

散

騎
侍

郎
に

除
せ

ら

る

る

も

就
か

ず
」

と

あ
る

こ

と
と

関
係
が

あ
る

の

か
。

或
い

は

概

算
に

よ

る

か
。

な

お
「

景

平
」

は

四
二

三

年
か

ら
四
二

四

年
六
月

ま

で
。

霊
運

は

景
平

元

年
秋
に

永
嘉
太

守

を

辞
し

た
。

［

奄
二

九

于

斯

年
］

「

斯

年
」

と

は

永

嘉
太

守

を

辞
し

た

年
で

四

　
二

三

年
。

そ

れ
よ

り

十
八

年

前
と

は
、

大

司

馬

行
参

軍
に

な
っ

　

た

年
で

あ
る

。

［

服

纓

佩
干
両

宮
］

「

纓

佩
」

は
、

高
官
を
い

う
．

「

纓
」

は

冠

　

の

ひ

も
。

「

佩
」

は

佩
玉

で
、

身
分
の

高
い

者
が

大

帯
に

懸
け

　

て

飾
り

と

し

た
。

「

両
宮
」

は
、

朝
廷
と

太

子

の

宮

を
指

す
。

［

執
鞭

笏
干

宰

蕃
］

「

鞭
笏
」

は
、

馬
の

鞭
と

記

録
用

の

板
。

「

執

　

鞭

笏
」

は
、

職
務
に

従

事

す
る

こ

と

を
い

う
。

「

宰
蕃
」

は

永

　

嘉

郡
太

守
を
い

う
。

【

訳
】

　

　

録
を

辞
す
る

の

賦

　

　

　
　

　
あ

コ

前
代
か

ら

の

渥

い

君
恩

を

受
け

　

　

　
　

　

　
ふ

か

弱
年
の

頃
か

ら

覃
い

恵
み

を

頂
い

た

聖

達
の

君
の

眷
顧

を

蒙
っ

て

暇
に

乗
じ

て

好

き
勝

手
な
こ

と

を
し

た

官

職
に

つ

い

て

は
い

た

が

つ

ね恒
に

遊
奨
し

て

　
じ
っ

と

し

て

い

る

こ

と
が

無
か
っ

た

こ

の

た
び

太

守
の

印
綬
を

城

邑
に

お
い

て

解
き

　

　

　
　

　

　

　
ふ

　
い
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

か

へ

山
の

住
み

か

で

の

布
衣
の

暮

ら
し

に

反

る

世
の

中
の

諸
事
と
一

旦
に

し

て

手

を
切

り

世
間
の

物

事
と

長

く

関
わ
り

を

絶
つ

こ

と

に

し

た

「

朱
絲
」

に

繋
が

れ
て

よ

り

今
年
ま
で

　

瞬
く

間
の

十
八

年

朝
廷
と

太

子
の

役

所
に

仕
え

地
方
の

長
官
と

し

て

の

任

務
に

就
い

た

　

（

以

下

脱
す
）

9
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【

補

説
】

「

初

去
郡
」

に

つ

い

て

　

謝
霊

運
は

永

初
三

年
（

四
二

二
）

七

月
に

永

嘉
太

守
と

し

て

郡

に

向
か
い

、

一

年
後
の

景

平
元

年
の

秋
に

其
の

職
を

去
っ

て

始
寧

に

帰
っ

た
。

こ

れ

は

其
の

時
、

郡
を

去
る

に

あ
た
っ

て

の

作

で

あ

る
。

（

『

文

選
』

巻
二
⊥

ハ

、

『

焦

本
』

巻
三

、

『

詩
紀
』

巻
五

八
、

『

三

謝
詩
』

『

類

聚
』

巻
五

〇

引
「

英
・

明
」

二

韻
）

　

初
去

郡

彭

薛
裁
知

恥

貢

公
未

遺

栄

或

可

優
貪
競

豈

足
称
達

生
L

伊
余

秉
微

尚

拙
訥

謝
浮

名

廬

園

当
棲

巌

卑

位
代

躬

耕
」

顧
己

雖
自
許

心
迹

猶

未
井

無
庸

妨

周
任

有
疾
像
長

卿
」

畢

娶

類
尚

子

薄
遊

似

那
生

恭
承

古
人
意

俶
装

反

柴
荊
L

　

初
め

て

郡
を
去

る

　

　

　

　

　
わ

づ

彭
．

薛
は

　
裁

動
配

測
箜

知

る

も

貢
公

は

　
未
だ

栄

を

遺

れ
ず

　

　

　

　

　

　
ま

さ

或
い

は

貪

競
に

優
る

可
き

も

豈

に

達
生

と

称

す
る

に

足
ら

ん
や

こ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
と

伊
れ

余
は

　

微

尚
を

秉
り

せ

コ

と
　

拙

訥
に

し

て

　
浮
名

を

謝
せ

ん

と

す

廬

園

を

　

棲
巌
に

当

て

　

　

　

　

　

　

　
か

卑

位
を

　
躬
耕
に

代
ふ

己

を
顧
り

み

て

　
自

ら
許
す
と

雖
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

心

と

迹
と

は

　
猶
ほ

来
だ

并
は

ず

て

ゼ

ら

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
ニ

こ

な

庸

無

く
し

て

　
周
任

を

妨

ふ

も

　

　

　

　

　

　

　

　
に

疾

有
る

は

　

長
卿

に

像
た
り

　

　

　
と

は

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
に

娶

る

を
畢

る

は

　
尚

子
に

類
て

　

　

　

　
へ

　
ぜ

　

薄
遊
は

　
邸

生
に

似
た

り

つ

つ

し
恭

み

て

古

人
の

意
を
承
け

は

し

　
　
　
　

　
よ

タ　
ほ

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

か
へ

俶
め

て

装

ひ

て

　
柴

荊
に

反
る

牽
絲
及

元

興

解
亀
在

景

平

負
心
二

十

載

於

今
廃

将
迎
」

理

棹

逓

還

期

遵
渚
堀

脩
鶩

遡

渓
終

水
渉

登

嶺

始
山

行
L

野
曠

沙

岸
浄

天

高

秋

月
明

憩
石

悒

飛
泉

攀
林

摯
落

英
」

戦
勝

麒

者
肥

止

監

流

帰

停

即
是

羲

唐
化

獲
我

撃
壌

情

絲
を

牽
く
は

　

元
興
に

及
ぶ

も

き亀

を

解
く
は

　

景

平
に

在
り

 

　
多

む

心

に

負

く
こ

と

　
二

十
載

今
に

於

て

　
将

迎
を

廃
す

　

　
を

さ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
は

ヰ

棹

を
理

め

て

　
還
る

期
を
趨
く

し

　

　
タ

　

　

　
　

を

が

　

　

ひ

　
　

　
は

渚
に

遵
ひ

て

脩

き
堀

を

鶩
す

　

　
さ

か

お

ぱ

　

　

　

　

　

　

　

つ

ひ

　

　
み

ア

わ

た
め

渓
を

遡

り

て

は

　
終
に

水

渉
し

嶺
に

登

り

て

は

　

始
め

て

山
行

す

　

　
ひ
ム

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
き

よ

野
は

暗

く
し

て

　
沙

岸
は

浄
く

天

は

高
く

し

て

　
秋
の

月
は

明
ら
か

な

り

石
に

憩
ひ

て

は

　

飛

泉
を
抱
み

　

　
よ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

と

林

に

攀
じ

て

　
落

英
を

摯

る

戦

ひ

勝
ち

て

駛
せ

し

者
も

肥
え

　
　

　

　

　
　

じ

と

ど

　
　

　

　

　

ナ

ん
が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

弓

止

む
る

に

監

み

て

流

れ

は

停

ま
る

に

帰

す

　

　

　

　

　

　

　
つ

是
の

羲

唐
の

化
に

郎

き
て

我
が

撃

壌
の

清
を

獲
た

り

　

　

郡
を

去
る

に

あ
た
っ

て

　

彭
宣

と

薛
広

徳
は

　
い

さ

さ

か

恥
を
知
っ

て

官
を

退
い

た

が
、

貢

禹
は

結

局

　
栄

位

を
遺
れ

る

こ

と

は
で

き

な
か
っ

た
。

彼

ら
は

栄

誉
を

貪
り

競

う

者
に

比
べ

れ
ぱ

優
れ

て

い

る

か

も
し

れ
な

い

が

「

生
に

達

し

て

い

る
」

と

　
ど
う

し

て

言

う
こ

と

が

で

き
よ

う

か
。

　

　

　

　

　
し

さ

さ

　

さ

て

私

は

微

か

好

み

を

持
っ

て

お

り
、

世
渡
り

が

拙
い

と
い

う
こ

と
も

あ
っ

て
、

浮
い

た

名
声

を
求

め

る

こ

と

は

止

め

よ

う

と

思
っ

て

い

た
。

そ

の

た

め

粗
末

な

小
屋

と

庭
を

隠

棲
の

注
み

か

と

N 工工
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み

つ

　

　

　

　
ひ

く

見
な

し
、

卑
い

地

位
を

躬
ら

耕

す
こ

と
の

代
わ

り
と

し

て

い

た
。

そ

う
し

て

己

を

顧

り
み

て

　
自

公
で

は

こ

れ
で

よ
か

ろ
う
と

考
え

て

い

た

の

だ

が
、

心

と

行
い

と

は

　
や

は

り
ど

う

も

　
ぴ
っ

た
り

と

は
一

致
し

な
か

っ

た
。

　

こ

れ

ま
で

功

績
も

無
い

の

に

役
に

就
い

て

い

た

点
は

周

任
の

言

葉
に

背
い

て

い

た
が

、

病

気
で

あ
っ

た

こ

と
だ

け

は

司

馬

長
卿
に

似
て

い

た
。

息

子
に

嫁
を

娶
っ

て

官
を
止

め

る

の

は

尚
先

生
に

類

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ
い

て

お
り

、

薄

禄
で

仕
え

て

満
足

し

て
い

た
の

は

邸
殿
に

似
て

い

る
。

　

　
つ

つ

し

今

や

恭

ん

で

古

人
の

志
を
承
け

つ

ぎ
、

こ

こ

に

は

じ

め

て

旅

支

度
を

整
え

　
我
が

あ
ば

ら

や
に

帰

ろ
う

と

す
る

。

　

そ

の

初
め

　
官

に

仕
え

た

の

は

元

興
の

年
に

さ

か

の

ぼ
り

、

亀

印

を

解
い

て

官

を
去

る

の

は

景
平
の

年

で

あ

る
。

心

に

嘴
く
こ

と

二

十

年
、

今
に

し

て

よ

う

や

く

送

り

迎
え
の

気
苦

労
を

廃
て

る

こ

と
が

で

き
た

。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

‘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

カ

　

舟
の

支
度

を
し

て

　
還

る

時
期
を
は

や

く

し
、

渚
に

遵
っ

て

脩

く

続

く

野
原

を

馳
せ

て

ゆ
く

。

渓
川

を

遡
っ

て

は

　
よ

う
や

く

水

を

渉
る

こ

と

が

で

き
、

嶺
に

登
っ

て

は

　
始
め

て

由

歩
き
が

で

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ
ろ

た
。

野

は
ど

こ

ま
で

も

曠

く

　
沙

岸
は

清
ら

か

で

あ

り
、

天
は

高

く

　
秋
の

月

が

明
ら

か

に

輝
い

て

い

る
。

石
の

上
で

休

憩
し

て

飛

び

散
る

瀧
の

水

を
手

で

汲
ん

だ
り

、

林
の

中
に

分
け

入
っ

て

は

散

っ

た

花
び

ら
を

拾
っ

た

り
す

る
。

　

　

　

　

　

　

　

二

　

戦
い

に

勝
っ

て

　
痩
せ

て

い

た

私

も
肥

え
、

止

水
に

映
し

て

揺

れ

る
心

も

静
か

な

状
態
に

帰
っ

た
．

庖

羲
や

尭
の

治

化
の

も
と

に

暮

ら

す
こ

と
に

な

り
、

我
が

「

撃
壌
の

歌
」

を

歌
う

気
持
ち
に

な

る

こ

と

が

で

き
た
の

だ
。

三
、

帰
塗

賦

　

霊

運

は

少

帝
の

景
平

元
年
（

四
二

三
）

の

秋
、

永

嘉

太

守

を
一

年
間
で

辞
し

て

始

寧
の

別

墅
に

帰
っ

た
。

そ

の

問
の

事
情
に

つ

い

て
、

『

宋
書
』

謝

霊
運

伝
に

は

次
の

よ

う
に

記

す
。

　

少
帝

　
位
に

即
き

、

権
は

大

臣
に

在
り

。

霊

運
は

異
同

を

構
扇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ょ

せ

ん

し

　

し
、

執
政
を

非
毀

す
。

司

徒
徐

羨
之

ら
は

之

を
患

ひ
、

出
だ
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
と

　

て

永

嘉
太

守
と

為

す
。

郡
に

名

山

水
有
り

、

霊

運
の

素
よ

り

愛

　

好

す
る

所
な
り

。

出
だ
さ

れ

て

守

と

な

り

既
に

志
を

得
ざ

れ

ば
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ
や

　

　

　

　

　

　

　

　
ほ

し

　

ま

ま

遂
に

意
を

游
遨
に

，

肆

に

し
、

諸

県
遊

遍

歴

し

て
、

か

動

も

す

　

　

　

　

　

　
こ

　

れ

ば

旬
朔

を

踰
ゆ

。

民
間
の

聴
訟
は

、

復
た

懐
ひ

に

関
け

ず
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

　

至
る

所
で

靴
ち
詩
詠
を

為

し
、

以
て

其
の

意
を

致

す
。

郡

に

在

　

　

　

　

　

　

　
わ

ま
ひ

　

る

こ

と
一

周
、

疾

と

称

し

て

職

を
去

る
。

従
弟
の

晦
、

曜
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ど

　

弘

微

ら
、

並

び

に

書
を

与
へ

て

之

を
止

む

る

も
、

従
は

ず
。

こ

の

賦
は

、

従

弟
た

ち

の

制

止
に

耳

を
か

さ

ず

に

始
寧
の

墅
に

帰

る

時
の

作
で

あ

る
。

『

芸

文
類

聚
』

巻
二

七
・

行

旅
部

に

引
か

れ

て
い

る

が
、

後

半
は

欠
け

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

　

　

序

昔

文
章
之
士

、

多

作
行

旅
賦

．

或
欣

在

観
国

、

或

忱
在
斥

徒、

或

述

職
邦

邑
、

或

覊

役
戎

陳
。

事
由

于
外

、

興
不

自

巳
。

雖
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高
才

可

推
、

求

懐
未

櫪
。

今
量

分

告
退

、

反
身

草

沢
。

経
塗

　

　
履

運
、

用

感
其
心

。

賦
日
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

さ

こ

昔

　
文

章
の

士

は
、

多

く

行
旅
の

賦
を

作
る

。

或
い

は

欣

ぴ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
そ

は

国

を

観
る
に

在

り
、

或
い

は

坑
れ

は

斥

徙
に

在
り

。

或
い

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

邦

邑
に

述
職
し

、

或
い

は

戎
陳
に

羈
役
す

。

事
は

外
に

由
り

て
、

　

　

　

　

　
よ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

お

興

は

己
に

自

ら

ず
。

高
才

　
推
す
可

し

と

錐
も

、

懐
ひ

を
求

む

　

　

　

　

　
あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

か

る

に

未
だ

偃

は

ず
。

今

　
分

を
量

り

て

退

く

を
告

げ
、

身
を

草

　

　

か
へ

　

　

　

み

ち

　

　
へ

　

　

　

　

　

ち

　

　

　

も
つ

沢
に

反

す
。

塗

を

経

　
運

を

履
み

、

用
て

其
の

心

に

感

ず
。

賦

し

て

曰

く
、

【

語

釈
】

［

観

国
］

『

易
』

観

卦

に

「

観

国

之

光
、

利

用

賓

于

王
」

（

国

の

　

　

　

　

　

も
っ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

よ

う

光

を

観
る

。

用
て

王

に

賓
た

る
に

利
し

）

と

あ
る

。

王

徳
の

反

映
で

あ

る

風

俗
の

美

を

観
る

。

　

　

　

し

り

ぞ

［

斥

徙
］

却

け

遷

さ
れ

る
。

左

遷
さ

れ

る

こ

と
。

〔

述

職

邦

邑
］

「

述

職
」

は
、

諸

侯
が

天

子
に

朝

し

て

職

務
の

報

告
を

す
る

こ

と
で

あ

る

が
、

こ

こ

は

地

方
長

官
と

し

て

赴

任
す

る

こ

と

を

意

味
し

て

い

る
。

謝
霊

運

「

之

郡

初
発

都
」

詩
に

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

　
つ

　
「

述

職

期

闌

暑
、

理

棹

変

金

素
」

（

述

職
は

闌

暑
を

期
す

も
、

　

　

を

さ

　
　
　

　
　

　
　
あ
　

き

棹
を

理

む
る

は

金
素

に

変
ず
）

と

あ

る
。

［

曙
役

戎

陳
］

「

覊

役
」

は
、

任

務

を

帯
び

て

の

旅
。

陶

潜

「

雑

詩
」

其
の

九

に

「

遥

遥

従
覊
役
、

一

心

処
両

端
」

（

遥

遥
と

し

て

覊
役

に

従
ひ

、

一

心

　
両

端
に

処

る
）

と

あ

る
。

「

戎

陳
」

は
、

戦
争

。

戦
い

。

「

事

由

于

外
、

興

不
自

己
］

賦
に

詠
ず

る

事

柄
は

外
か

ら

の

も
の

で

あ
っ

て
、

自
分
の

心

の

中
に

沸
い

て

き
た

感

興
で

は

な
い

。

［

雖
高
才

可

推
］

「

高

才
」

は
、

「

昔

文
章
之

土
」

を

指
す

。

彼

　

ら
の

高
才
の

ほ
ど

は

推
し

は

か

る

こ

と
が

で

き
る

の

だ
が

。

［

今
量

分

告
退
］

い

ま

自
分
の

才

能

を
量
っ

た

結

果
、

官
吏
と

し

　

て

不

適

任
と

考
え

て

引
退
す

る
こ

と
に

し

た
。

〔

反

身

草

沢
］

隠
棲
の

地
に

反
っ

て

い

く
。

具
体

的
に

は

始

寧
の

　

墅

を

指
す

。

［

経
塗

履

運
］

旅
を

続
け

て

月

日
が

経
過

す
る

こ

と
。

謝

瞻

「

於

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ
み

り

安

繊
答
霊

礬
詩
に

、

鞭
運

傷

鮭
溝

ギ
遵
塗

歎

緬

懣
・

酔

鯉

　

を

履
み

て

荏

苒
た

る

を

傷
み

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

塗

に

遵

は

ん

と

す

る

も
緬
邀

　

た

る

を
歎

く
）

と

あ
る

。

＊

序
文

に

は
、

こ

れ
ま

で

行
旅
の

賦
の

作

者
た

ち
の

心

情
が

よ

く

　

わ
か

ら

な
か
っ

た

が
、

今
、

自
分

が

官

を

退
い

て

放

郷
へ

の

道

　

を
旅

す
る

身
に

な
っ

て

は

じ

め

て
、

彼

ら
の

気
持
ち
が

わ

か
っ

　

た

こ

と

を

述
べ

る
。

【

訳
】

　

昔
、

文

章
の

士

は
、

行

旅
の

賦

を
作
る

人

が

多
か

っ

た
。

国
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し
ほ

タ

　

　
う

つ

光
を

観

る

こ

と

を

楽
し

ん

だ

り
、

斥

け

徙

さ
れ

る

こ

と

を

恐

れ

た

り
、

郊

邑
に

赴

任
し

た

り
、

戦
地
に

出
征
し

た

り
。

そ

れ

ら
は

事
は

外
か

ら
の

も
の

で

あ
り

、

興

は

自
分
の

心

か

ら

湧
き

出
た

も

の

で

は

な
か
っ

た
。

彼
ら

の

高
才
は

理

解
で

き

た
が

、

そ

の

懐
い

は
、

も
う

ひ

と
つ

よ

く
わ
か

ら

な
か
っ

た
。

今
、

自

ら
の

分

を

量

っ

て

退

職
を

上

告
し

、

草

沢
に

身
を

反

す
こ

と
に

な

り
、

旅

を

続

け

て

日
が

経
つ

に
つ

れ
、

其
の

心

に

同
感

で

き

る

よ

う
に

な
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
う

 
承

百
世
之

慶
霊

　

　
百
世
の

慶
霊

を

承
け
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遇

千
載
之

優
渥

匪

旗
衢

之

難
践

諒

跿

歩
之

易

局

践
寒
暑
以

推
換

眷

桑

梓
以

緬

靆

褫

簪
帯
于

窮

城

反

巾
褐
于

空
谷

果

帰
期
干

願

言

獲

素
念

于
思

楽

【

語
釈
】

　

　

　

　

　

　
あ

千

載
の

輹

渥
に

遇
ふ

め

ら

康
衢
の

践
み

難
き
に

匪
ず

せ

　
ほ

　

　

ノ
ぐ

　

　

　

や

す

　

　

　

め
ビ

ら

蹉

歩
の

局

ま
り

易
き

を

諒

か

に

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ふ

寒
暑
の

以

て

推
し

換
は

る

を

践
み

　

　

　

　

　
め

ん

ば

く

　
　
　
　

　
　
か

へ

桑
梓
の

以

て

緬

髄
た
る

を

眷

り
み

る

　

　

　

　

　

　
と

簪

帯
を

窮

城
に

瀬
き
て

巾

褐
に

空

谷
に

反

る

　

　

　
ね

が

ひ

帰

期

を
願

言
に

果
た
し

　

　

　

　

　

　
え

素
念

を
思

楽
に

獲
た

り

［

承
百
世
慶
霊
］

百

代
に
一

度
の

め

で

た

い

神
霊
に

出
会
・
つ

。

つ

ま

り

す
ば

ら
し

い

天

子
の

御
世
に

出
会
っ

た
こ

と

を

言
う

。

［

遇

千

載
之

優
渥
］

千
年
に
一

度
の
、

天
子

の

厚
い

恩

沢

に

遇
っ

た
。

謝

霊

運

「

擬

魏

太
子

鄰
中

集
詩
」

（

阮

璃
）

に

「

慶

雲

恵

優
渥

、

微

薄

攀

多
±
」

（

慶
雲

　
優

渥

を

恵
み

、

微
薄
に

し

て

　

　

　

よ

多
士

に

攀
づ
）

と

あ
る

。

［

康
衢
］

往
来
の

頻
繁
な

大

路
。

こ

こ

は

安
定
し

た

政

治
の

大

道

を

意
味
す
る

。

［

蹉
歩
］

一

足
。

半

歩
。

［

易

局
］

天
に

つ

か

え
そ

う

な

気
が

し

て
、

背

中
を

曲

げ
て

歩
い

て

し

ま

う
。

『

毛
詩
』

小

雅
・

正

月
に

「

謂

天

蓋

高
、

不

敢
不

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
ア
だ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　　

局
。

謂

地

蓋

厚
、

不

敢

不

蹐
」

（

天
を

蓋

し

高
し

と

謂
ふ

も
、

　

　

　

か

が

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
け

だ

　

　
　
　
　
　

　

　
　　

敢
へ

て

局
ま

ず
ん

ば

あ
ら

ず
、

地

を
蓋
し

厚
し

と

謂

ふ

も
、

敢

　

　

せ

で
く

ま

　
へ

て

蹐

ら

ず
ん

ぱ

あ
ら

ず
）

と

あ
る

。

天

地
の

間
に

身
の

置

き

所
が

無
い

こ

と

を

言
う

。

毛
伝
に

「

局
は

曲
な

り
」

と

い

う
。

［

桑
梓
］

故

郷
の

こ

と
。

『

毛
詩
』

小

雅
・

小
弁
に

「

維

桑
与

梓
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　
必

恭
敬

止
。

靡
瞻
匪

父
、

靡

依

匪
母
」

（

維
れ

桑

と

梓
と

、

必

　

　

　

　

　

　
み

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

め

ら

　
　
　

　
　

な

　
　
　
　

よ

　
ず
恭

敬

す
。

贍
る

と
し

て

父
に

匪

ざ
る

は

靡
く

、

依

る
と

し

て

　

　

あ
ら

　
　
　
　

　

　

な

　
母
に

匪
ざ

る

は

靡
し

）

と

あ
る

。

［

褫

簪
帯

于

窮

城
］

「

褫
」

は

衣

服

を
脱
ぐ
こ

と
。

「

簪

帯
」

は

　
官

吏
を

象
徴
し

て

い

る
。

「

窮

城
」

は

永

嘉
郡

を
指

す
。

［

反

巾
褐

干

空

谷
］

「

巾

褐
」

は

無
位
無
官
の

者
の

衣

服
。

「

空

　

　

　

　

　

　
ま

れ

　
谷
」

は

人

跡

稀
な

山

谷
を

意

味

す
る

。

『

毛

詩
』

小

雅
．

白
駒

　
に

「

皎

皎

白

駒
、

在

彼
空

谷
」

（

皎

皎

た

る

白

駒
、

彼
の

空

谷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
こ

た

　
に

在
り

）

と

あ
る

。

ま

た

霊
運
の

「

従

弟
恵
連

に

酬
ふ

る
」

詩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
か

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
ゆ

　
に

「

協
協
華
京
想

、

護

存

空

谷

期
」

（

務
く

華−

京
の

想
ひ

に

協

　
ふ

、

誣

ぞ

空

谷
の

期

を
存
せ

ん
）

と

あ
る

。

［

果
帰

期
干

願

言
］

謝
霊

運
「

過
始

寧
墅
」

詩
に

「

揮
手

告

郷

曲
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
ト

　
三

載

期
帰
旋

。

且

為

謝
枌

價
、

無
令

孤
願

言
」

（

手

を

揮
り

て

　
郷

曲
に

告

げ
、

三

載
に

し

て

帰

旋
を

期
す

。

且
つ

は

為
に

枌
樌

　

　

　

　

　

ね

が

ひ

　
　

そ
む

　
を

樹
え

よ
、

願

言
に

孤
か

し

む

る

無
か

れ
）

と

あ
る

。

「

願
言
」

　
は

、

願
い

。

＊

こ

の

段

は
、

天

子
の

恩

沢
に

浴
し

な

が

ら

も
、

自
分
の

菲

才
を

　
知
っ

て

故
郷

に

帰
る

こ

と

を
述
べ

る
．

【

訳
】

　
百

世
に
一

度
の

立

派
な

天

子
を

戴
き

、

千

年
に
一

度
の

恩

沢
に

遇
わ
せ

て

い

た

だ

き
な

が

ら
。

康
ら

か

な

政

治
の

大

道
が

　

歩

き

難
い

と
い

う
わ

け

で

は

な

く
、

自

分
が

背
ぐ

く
ま
っ

た

歩

き
方
し

か

で

き
な
い

こ

と

が

わ

か

っ

た
の

だ
。

　

寒
暑

を

経
て

年
月
は

推
し

移
り

、

故

郷

を
顧
り

み

れ

ば

遥
か

に

13
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彼
方

。

私

は

簪
と

帯
を

此
の

辺

鄙
な

町
に

脱
き

捨
て

て
、

空

谷
に

還
っ

て

布
衣
の

身

分
に

な
る

。

願
い

通
り
の

時

期
に

帰
る

こ

と

が

で

き
、

平
素
の

思
い

を

楽
し

み

の

う

ち
に

叶

え

る

こ

と

が
で

き
た

。

 
于
是

舟

人
告

辨

　

佇

楫

在
川

　

観

鳥
候
風

　
望

景

測
圓

　

背

海
向

渓

　

乗

潮
傍
山

　

悽
悽

送

帰

　
悠

悠
告

旋

【

語

釈
】

［

告

辨
］

「

辨
」

ー

　
　

　

　
　

　

　
ふ

な

で

是
に

于
て

舟
人
は

辨

を

告
げ

か
い

　
　

と

と

楫
を

佇
め

て

胡
に

在

り

　
　

　

　
　

　
う
か

が

鳥

を
観
て

風

を

候

ひ

ひ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

モ

ら

景

を
望
み

て

圓
を

測
る

　
　
チ

む

海
に

背

き
て

渓
に

向
か

ひ

　
　

　

　
　

　

　
そ

潮
に

乗
じ

て

山
に

傍
ふ

悽
悽
と

し

て

帰
る

を

送
り

　
　

　

　
　
か

へ

悠
悠
と

し

て

旋
る

を

告
ぐ

　

　

　
　

　

　

ま
、

別

れ

る

こ

と
。

離

れ
る

こ

と
。

こ

こ

は

出

　

発
の

準

備
が

整
っ

た

こ

と

を
告
げ

る
。

［

観

鳥
候

風
］

風

見

鳥
を

見
て

、

風
の

方

向
を

観
測

す
る

。

［

望

景

測

圓
］

太

陽
を

眺
め

、

天
候
か

時

刻
の

測
定

を
す

る

の

で

　

あ

ろ
う

。

「

圓
」

は

空
の

こ

と
。

空

の

様

子
。

［

悽

悽
送

帰
］

見
送
る

人

た

ち

に

つ

い

て

い

う
。

〔

悠

悠

告

旋
］

「

悠
悠
」

は
、

愁
い

に

満
ち

て

い

る

さ

ま
。

「

告

　

旋
」

は
、

別
れ

を
告

げ
る

こ

と
。

＊

こ

の

段
は

、

舟
に

乗
っ

て

永

嘉
郡
を

出
発
す

る

時
の

様

子
を

詠

　

ん

だ
。

【

訳
】

　
か

く

て

船

頭
は

準
備
の

で

き
た

こ

と

を
告
げ

、

川
の

中

程
で

櫂

を

止
め

て

待
っ

て

い

る
。

風

見
鳥

を

観
て

風

を
伺
い

、

太

陽
を

望

み

空
の

様

子
を

測
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
そ

　

海
に

背

を
向

け

て

渓
川
に

向
か

い
、

潮
に

乗
じ

て

山

に

傍
っ

て

行

く
。

人
々

は

悲
し

い

思
い

で

帰
る

の

を

送
り

、

私
は

愁
い

の

思

い

で

別

れ

を
告
げ

る
。

 
時

旻

秋
之

秒
節

　

天

既

高
而

物

衰

　

雲
上

騰

而
雁

翔

　

霜
下

淪

而
草

腓

　

捨
陰

漠

之
旧

浦

　

去

陽

景
之

芳

葬

　

林
乗

風

而
飄

落

　

水
鑒

月
而

含

輝

　
発

青
田

之

枉
渚

　
逗

白

岸
之

空

亭

　
路

威
夷

而
詭

状

　
釦

側
背

而

異
形

【

語
釈
】

［

旻

秋
之

秒
節
］

　
　

あ
　

き
　

　
　

ア

　

え

時
に

旻

秋
の

秒
節
に

し

て

天

は

既
に

高

く
し

て

物
は

衰
ふ

　
　

　

　
あ
が

　

　
　

　
　

　
　

と

雲
は

上
り

騰

り
て

雁
は

翔
び

　
　

　

　
し
つ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

や

霜
は

下
り

淪
み

て

草

は

腓
む

陰

漠
の

旧

浦
を

捨
て

　
　

　
は

う
ず

い

陽
景
の

芳
葵

を
去
る

林
は

風
に

乗
じ

て

飄

落
し

　
　

　

　
て

水

は

月
に

鑒

り
て

輝

き
を

含
む

せ

い
で
ん

　
　
ま

が

青
田

の

枉
れ

る

渚

を

発
し

て

は
く

が

ん

　

　
　

　

　
　

　

と

ど

白

岸
の

空

亭
に

逗

ま
る

　
　
し

　
い

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

け

は

路
は

威
夷

と

し

て

状
を

詭
し

く
し

　
　
そ
ば

た
　
　

そ

む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
こ

と

山
は

側

ち
背
き

て

形
を

異
に

す

　

　

　
　

　

　

秋
の

末

の

頃
。

九
月

頃
を

い

う
。

［

陰
漠
之

旧

浦
］

「

陰

漠
」

は
、

暗
々

と

し

た

さ

ま
。

そ

の

よ

う

な

網

岸
。

「

旧

浦
」

は
、

遊
び

な

れ
た

浦
。

［

陽
景

之

芳
菱
］

日
当
た

り

の

い

い
、

草
木

の

花
が

垂

れ

茂
っ

て

い

る

場
所

。

［

発

青
田

之

枉

渚
］

「

青

田
」

は
、

青

田

渓
。

松
陽

県
（

今
の

浙

一14 一
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江
・

青

田

県
）

境
に

在
り

、

永
嘉
江

の

上

流
に

あ
た

る
。

［

逗

白
岸
之

空
亭
］

「

白

岸
亭
」

は

『

太

平

寰
宇
記
』

巻

九

九
に

　
よ

れ

ば
「

楠
渓
の

西

南
に

在
り

。

温
州

を
去

る
こ

と

八

十
七

里
。

　
岸
の

沙
の

白
き
に

因
り

て

名
と

為
す
」

と

あ

る
。

霊

運
に

「

白

　

　

　

　
よ
き

　
岸

亭
に

過

る
」

詩

が

あ

る
。

「

空

亭
」

は
、

人

の

住
ん

で

い

な

　
い

亭
屋

。

［

威

夷
］

け

わ

し
い

さ

ま
。

　

　

　

　
そ

ば

だ
　

　

そ

む

［

側
背
］

峙

ち

背
い

て
、

そ

そ

り

立
つ

て

い

る
。

＊

こ

の

段
は

、

江

行
の

様

子
を

詠
う

。

秋

景
の

な

か

を

永
嘉

江
を

　
遡
っ

て

青
田

か

ら

白
岸
に

到

る
。

【

訳
】

　
時

に

季

節
は

秋
も

末
で
、

天
は

既
に

高
く

万

物
は

衰
え

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ウ

雲
は

高
く
上
っ

て

雁
は

翔
び

、

霜
は
下

り

沈
ん

で

草
は

萎
れ
る

。

暗
々

と
し

た

旧

浦

を
捨
て
、

陽

当
り
の

い

い

　

芳
草
の

茂
る

場
所

を

去
っ

て

い

く
。

林
の

樹
々

は

風
の

吹
く

ま
ま

に

葉

を

散
ら

せ
、

川

の

水
は

月
に

照
り

映
え

て

輝
き

を
含

む
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け

は

　

青

田
の

曲
渚
を
発

し

て
、

白

岸
の

空

亭
に

到

着
す

る
。

路
は

険

し

く

て

怪
し

げ

な
様

子

で

あ

り
、

山

は

そ

そ

り

立
っ

て

　
形

を

異

に

し

て
い

る
。

 
停
余
舟

而
淹
留

　

捜

縉
雲

之

遺

迹

　

漾

百
里

之

清

潭

　

見

千

仞
之

孤

石

　

歴

古

今
而

長

在

余
が

舟

を
停
め

て

淹
留

し

縉
雲
の

遺

迹
を

捜
す

　

　

　

　

　

　
た
た

ロ

百
里

の

清
潭
に

漾

ひ

千

仞
の

孤

石
を

見
る

古
今

を
歴

て

長

く

在
り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　へ
　

　

か

は

　

経
盛

衰
而
不

易

　

　
盛

衰

を

経
て

易
ら

ず

【

語
釈
】

［

捜

縉
雲

之

遺

迹
］

「

縉
雲
」

は

山
名

。

今
の

浙

江

省

縉
雲

県
境

　

に

あ
る

。

霊

運

の

『

遊

名
山

記
』

に

「

縉
雲

山

孤
石

干
雲

。

可

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

オ

　

高
三

百
丈

。

黄

帝
煉

丹
干

此
」

（

縉
雲

山

は

孤

石

　
雲

を
干

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ね

　

高
さ

三

百

丈
ば

か

り
。

黄
帝

　
丹
を

此
に

煉

る
）

と

あ
る

。

＊

こ

の

段
は

、

縉
雲

山
下

に

舟

を

停
め

て

黄
帝

の

煉
薬
の

遺

跡

を

　

訪
ね

た

こ

と

を

記
す

。

【

訳
】

　

我
が

舟
を

停
め

て

　
久
し

く

留
ま

り
、

黄

帝
の

縉
雲
の

遺
跡

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

だ

よ

捜

し

求
め

た
。

百
里

も

続
く

清

潭

を

漾

い
、

千

仞

も
の

高

さ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　へ

孤
石
を

見
た

。

そ

れ

ら

は

古
今
を

歴

て

長
く

存

在
し

、

世
の

盛

衰

　
ヘ
　
　

ム

を

経
て

易
わ

る

こ

と

は

な

い
。

＊

縉
雲

山
か

ら

始

寧

ま
で

、

ま

だ
か

な

り
の

距

離
が

あ
り

、

こ

の

　
賦
に

は

こ

の

後
も

途
中
の

様
子
が

次
々

と

詠
わ

れ
て

い

た

と

考

　
え

ら

れ

る
。

し

た
が
っ

て

以

上

は
こ

の

作
品
の

前
半
と

見

て

よ

　
か

ろ

う
。

【

補

説
】

「

辞
禄

賦
一

「

帰
塗

賦
」

と

「

初

去

郡

詩
」

の

関

わ

り

　

「

辞

禄
賦
」

の

［

補

説
］

で

挙
げ

た

「

初

去

郡
」

詩

は
、

「

辞

禄
賦
」

と

「

帰
塗

賦
」

を

合
わ
せ

た
よ

う
な

内

容
で

あ
る

が
、

同

じ

内
容

を
、

ど

う
し

て

詩
と

賦
の

両

方
に

詠
ま

な
け

れ
ば

な

ら
な

い

の

で

あ

ろ
う

か
。

ど

ち

ら
か
一

つ

で

よ
か

ろ
う
と

思

う
が

、

何

15
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か

理

由
が

あ
る

の

で

あ

ろ
う

か
。

　

謝

霊

運
の

場

合
に

つ

い

て

み

る

に
、

「

撰

征

賦
」

は
、

北
伐
の

た

め

に

彭

城
に

在
る

劉

裕
の

慰
問

を

命
じ

ら
れ

、

遥
々

と

都
か

ら

の

旅
を
続

け

た

霊

運
が

旅

行

中
の

見

聞
と

感

想

を

記

し

た

も

の

で
、

こ

れ
は

賦

で

な

け
れ

ば

詠
み

き
れ
な

い
。

ま

た

「

山

居

賦
」

は
、

始
寧
の

広

大
な

荘

園
の

地
理

的
な

様
子
と

そ

こ

で

の

日

々

の

生

活
に

つ

い

て
、

こ

と

細
か

に

記
し

た

作
で

あ
り

、

こ

れ

も
賦
に

よ

ら
な

け

れ
ば

無
理

で

あ

ろ
う

。

　

ま

た

「

江

妃

賦
」

は
、

江

辺

で

神

女
の

出
現

を

待
ち

続
け
る

様

子

を

詠

じ
、

「

羅

浮

山

賦
」

は
、

夢
の

中
で

神

仙
の

山
で

あ
る

羅

浮
山

に

遊
ぷ

こ

と
を

詠
じ

た
空

想
の

作
で

あ
り

、

こ

れ
も

詩
に

は

ま

と

め

き
れ

な
い

題

材
で

あ
ろ

う
。

　

「

逸

民

賦
」

は
、

「

清

風
」

に

御

し

「

白
雲
」

を

払
っ

て

人

聞

の

世

界
の

外
に

遊

ぷ
「

逸

民
」

の

こ

と

を

詠
い

、

「

入

道

至
人

賦
」

は
、

「

道
」

に

没

入

し

「

真
」

の

中
に

住
ん

で

い

る

「

至

人
」

を

取

り

上

げ

て

い

る
、

「

逸

民
」

も

「

至

人
」

も

霊

運
の

憧

れ
の

存

在
で

、

か

く

あ
り
た

い

と
い

う
作

者
の

願
い

を

込
め

て

の

も
の

で

あ
る

が
、

こ

れ

も

詩
の

題
材

と
し

て

は

相
応
し

く
な
い

よ

う
に

思

う
。

　

以

上
の

「

江

妃

賦
」

「

羅
浮
山

賦
」

「

逸

民
賦
」

「

入

道
至

人

賦
」

は
、

い

ず
れ

も

部
分

的
に

残
っ

て

い

る

作

品
で

あ
る

が
、

内
容

的

に

み

て

詩
よ

り

も

賦
で

扱

う
の

に

適
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

　

こ

の

他
に

「

傷
己

賦
」

「

孝

感

賦
」

「

感
時

賦
」

「

嶺

表

賦
」

ま

た

、

怨

暁

月

賦
」

「

長
渓

賦
」

な

ど
が

あ

り
、

い

ず

れ

も

霊

運

自

身
の

体
験
に

も

と
つ

く

作
で

あ
る

。

し

か

し

完

全
な

形
で

は

な
ノ

＼

中
に

は

「

長
渓

賦
」

の

よ

う
に

僅
か
⊥

ハ

句
、

「

怨

暁

月

賦
」

は

八

句
と

、

部
分

的
に

し

か

残
っ

て

お
ら

ず
、

そ
の

内

容
が

賦
に

適
し

た

も
の

で

あ
る

か

否
か

に

つ

い

て

は

判
断

を
し

か

ね

る
。

　

「

辞

禄
賦
」

「

帰
塗

賦
」

と

も
に

完
全

な

形
で

は

な

く
、

部

分

的

な
も
の

で

は

あ
る

が
、

そ

れ
で

も

「

初

去

郡
」

詩
と

を
比

較
し

て

み

る

に
、

賦
の

方
が

、

広

く

人
々

の

目
に

触
れ

る
で

あ
ろ
う
こ

と

を
意
識
し

て

の
、

い

さ

さ

か

構

え
た

よ

う
な

作
で

あ
り

、

詩
は

個
人

の

心

情

を
そ

の

ま
ま

に

表

現
し

た

作
で

あ
る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

例
え

ば

賦
の

方
に

は
ど

ち

ら
の

作
品
に

も
天

子

の

厚

恩

を
謝

す

る

部

分
が

設
け

ら

れ
て
い

る

が
、

詩
で

は

そ

の

よ

う
な

と

こ

ろ

は

無
く

、

個
人

的
な

心

情
が

述
ぺ

ら

れ

て

い

る

だ
け

で

あ
る

。

　

形

式
の

面
で

は
、

詩
が

五

言
の

定
形
で

あ

る

の

に

対
し

て
、

賦

の

方

は

内

容
や

場
面

に

応

じ

て
、

四

言
で

ま
と

め

た

り

六

言
で

ま

と
め

た

り
と

変

化

を
持
た

せ

る

こ

と

が

で

き
る

し
、

ま

た

内
容
に

応
じ

て

い

く

ら
で

も

長
く

続
け

る

こ

と

も
で

き
る

。

そ

れ
だ

け
表

現
の

幅
が

認
め

ら

れ

て
い

る

と

い

う
こ

と

も

あ
っ

て
、

同
じ

内

容

を

扱
っ

て

も

詩
と
は

異
な
っ

た

展
開

が

可
能
で

あ
っ

た
。

　

同
じ

題

材

を
詩

と

賦
の

両

方

で

扱
う
こ

と

は
、

も

ち

ろ
ん

謝
靈

運

に

始

ま
る

も
の

で

は

な
く

、

既
に

建

安
の

詩
人

た

ち
の

間
に

お

い

て

行
わ
れ

て
い

た
。

そ

の

こ

と
に
つ

い

て

鈴
木

修

次
氏
は

『

漢

魏

詩
の

研
究
』

（

建

安

詩
考
）

で

次
の

よ

う
に

述
ぺ

ら
れ
る

。

　

賦
に

お
い

て

は
、

作

中
の

人

物
を

包

含
す

る

情
景
の

設
定

、

よ

　

り

華

麗
な

、

よ
り

繊
細
な
、

よ

り
綿

密
な

、

題
材

に
よ
っ

て

は
、

　

よ

り

豪
壮

な
、

よ

り

絢
爛
な

描
出
に
、

も
っ

ぱ

ら
の

関
心

が

そ

　

そ

が

れ
る

と

考
え
ら

れ
る

。

し
か

し

詩
に

お

い

て

は
、

設
定

さ
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れ
た

人
物
の

情
感
に

迫

り
、

そ

こ

に

作

者
の

自
己

を

投
入
さ

せ

　
密

着

さ
せ

る

こ

と

に
、

む

し

ろ
努
力

が

は
ら

わ
れ

、

作

者
は

、

　
作

中
の

人
物
の

内

面
に

、

よ

り

直

接
に

食
い

込
ん

で

ゆ

こ

う
と

　
す

る

か

に

思
わ

れ
る

。

こ

う

し

て

す
な

わ
ち

、

制

作
の

発
想
に

　

お
い

て
、

情

景
の

密

画

的
羅
列
を

志
す

な

ら
ば

、

そ

れ
は

賦
の

　

方
向
で

あ

り
、

内

面
の

吐

息

に

作

者
の

自
己

を

投
入
さ

せ

る

な

　

ら
ば

、

そ

れ

は

詩
の

方

向
で

あ
る

と

考
え
て

良
い

の

で

は
な

か

　

ろ

う
か

。

少

な

く
と

も

建
安
の

文
人
た

ち
は

、

詩
と

賦
と

を
、

　

ほ
ぼ

そ

う
し

た

意

識
に

お
い

て

と

ら

え

て
い

た
の

で

は
な

い

だ

　

ろ

う
か

。

六

朝
に

お
い

て

も

此
の

論
は

当
て

は
ま

る
よ

う
に

思

う
が

、

結
論

は

し

ば

ら

く
保
留

に

し

て

お

く
。

な

お

「

謝

靈

運
の

賦
」

（

二
）

で

は

「

山

居

賦
」

「

傷

己

賦
」

「

逸
民

賦
」

「

入

道
至

人

賦
」

に

つ

い

て

扱

う

予
定

に
し

て

い

る
。
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